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課題と背景

• ネット炎上は増え続けている
• ネット炎上は2006年で約41件,2010年で102件,2015年で1002件[1]、

2022年では1570件[2]発生したとされる

• ここでネット炎上は「ある人物や企業が発信した内容や行った行為
について、ソーシャルメディアに批判的なコメントが殺到する現
象」(山口,2016)とする

• 炎上は個人や企業に大きな影響を与えるので、対策が必要
• 所謂バイトテロによる金銭的被害

• 学校・企業からの退学・解雇

• 企業の営業悪化、あるいは株価下落



課題と背景

•私が高校の頃に取り組んだ「感情を読み取るチャット
アプリ」
• インターネット上でのトラブル防止を目的

• テキストのネガポジを判定→事前に表示

• 形態素解析→極性辞書で判定



ChatGPTを用いたネット炎上を防ぐ
セルフ検閲アプリの開発

•目的
• 検閲アプリを作成する。テキストを入力すると、

ChatGPTが文面をチェックし、内容や表現について
炎上しそうなところを表示、大体表現を提案することで
トラブルを未然に防ぐ

• LLMのAPIを活用したアプリ開発のベストプラクティスの
考察



開発環境と構成・研究計画

•クライアント&サーバのwebアプリ
•フレームワーク : react(CRA or Next.js)
•サーバ：node.js
• API：Chat-GPT API

•研究計画
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

アプリ
実装

論文作成

実験



プロンプト

• LLMで質の高い回答を得るため
に色々なテクニックが考案され
ている
• 立場や役割を与える(職業など)

• 与える指示を構造化する

• 回答例を与える

• 一度に複数の指示ではなく、ひと
つずつ指示を与える



検出すべき表現

• 山口(2016)では、炎上を①誰が、
②何をしたか、③どう対応したか、
で分類している。

• 右図の②何をしたか、におけるⅠ
とⅡを取り扱う。

• 特にⅠにおいては更に解釈を広げ
て「コンプライアンスに反する行
為(の告白・予告)」として扱う。
• コンプライアンスは本来は単に
「法令遵守」を意味するが最近で
は暗黙的な社会規範や倫理観も内
包してきている

山口真一 ネット炎上の研究 「炎上の分類・事例と炎上参加者属
性」(2016)より引用
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